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06 年央にかけての上昇が楽しみな世界景気 
 

 

 世界経済の先行きが注目される中で、05年 10月のＯＥＣＤ景気先行指数が、12月 9日に発表された。

その結果は、きわめて良好なものであった（図1～4）。 

 

 まず、瞬間風速の動きを把える前月比年率で見ると、10月は5.6％と、05年 8、9月の3.4％を大きく

超える上昇率を示した。3 大地域別では特に、11.6％の大幅上昇となった日本と、8、9 月にハリケーン

被害の影響で各々マイナス 3.0％、マイナス 1.8％に陥っていた米国が、2.2％とプラスに浮上したこと

が大きい。 

 

 次に、ＯＥＣＤ景気先行指数の標準観測タイム・スパンである6ヵ月前比年率を見ると、6月以降の5

ヵ月連続のプラス幅拡大の中で、10 月は最大の 2.6％を記録した。日本がここでも高い上昇率を示し、

3.0％であったのに対し、欧州も2.7％と伸び、米国も1.2％と前月の1.0％を上回った。 

 

 そして、前月比年率と 6 ヵ月前比年率に遅れながらも、最も明瞭な循環カーブを描く、前年同月比上

昇率も、05年 4、5月の0.0％をボトムに、6月 0.5％、7月 0.8％、8月 1.1％、9月 1.4％、10月 1.8％

と、5 ヵ月連続のプラス幅拡大となっている。こちらでは、最も高い伸びを示したのは欧州の 1.6％で、

日本と米国は共に1.4％であった。 

 

 いずれにしても、10月のＯＥＣＤ景気先行指数が示した結果は、ハリケーン被害を受けた米国を含め、

足元では再び上昇基調が明瞭になったということである。とりわけ好調な日本をはじめ、生産とのタイ

ム・ラグを考慮すれば、今後 06 年央にかけての世界景気の上昇が楽しみになってきたといえる（図 5）

（図は次頁）。 
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 （％） 　　　　　　　　　　　　   図１.ＯＥＣＤ全体の景気先行指数

（資料）OECD 『Main Economic Indicators』
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 （％） 　　　　　　　　　　         図２.欧州景気先行指数

（資料）OECD 『Main Economic Indicators』

（年、月）
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 （％） 　　　　　　　　　　　　      図３.米国景気先行指数

（資料）OECD 『Main Economic Indicators』
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 （％） 　　　　　　　　　　　　      図４.日本景気先行指数

（資料）OECD 『Main Economic Indicators』

（年、月）
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 （％） 　　　　図５.ＯＥＣＤの景気先行指数と鉱工業生産の推移（前年比）

（資料）OECD 『Main Economic Indicators』

 
(2005.12.12  投資調査部長  嶋中 雄二) 


